
マ

ヘ

八

O
穴

江
州
今
・
識
で
擢
病
し
た
鑓
再
び
京
都
に
赴
き
、
去
年
一
麗
長
四
年
富
山
に
移
っ
て
三
千
石
を
増
し
、
六
年
従
一
マ
へ
ダ
ナ
ホ
ア
ヒ
前
田
直
曾
加
賀
務
の
老
臣
一
内
記
。
初
蔀
直
長
。
前

m利
長
の
時
新
た
に
線
五
千

六
周
廿
三
日
そ
の
地
で
残
し
た
。
享
年
三
十
九
。
禦
一
五
位
下
封
馬
守
に
叙
任
し
、
十
一
年
小
松
に
湿
っ
て
一
前
田
直
之
系
の
第
八
代
。
貨
は
務
侯
前
m
m
H泰
の
八
一
石
を
受
け
、
寛
永
中
矢
の
致
仕
し
た
後
五
千
石
を
配

野
大
徳
寺
中
正
受
院
に
葬
る
。
法
説
大
巌
院
有
庵
宗
一
読
千
石
を
加
へ
、
前
後
累
計
一
一
一
高
石
に
及
ん
で
人
持
一
子
。
弘
化
四
年
入
用
サ
四
日
出
生
。
逝
稽
蹄
之
介
。
一
分
せ
ら
れ
、
併
せ
て
一
高
石
を
領
し
た
が
、
後
痛
に

無
跨
士
。
そ
の
子
知
辰
は
鞍
馬
で
生
ま
れ
た
も
の
で
二
組
頭
と
な
っ
た
。
長
蔵
寛
永
申
致
仕
し
、
剃
髪
し
て
一
嘉
永
元
年

E
周
直
良
之
を
養
う
て
嗣
と
し
、
四
年
六
一
よ
っ
て
致
仕
し
、
そ
の
知
行
の
内
六
千
五
百
石
や
ら
長

寛
永
七
年
新
た
に
緑
を
給
う
た
。
一
源
峰
と
い
ひ
、
そ
の
領
知
の
中
五
千
石
を
嫡
子
直
知
一
周
六
日
家
勝
一
一
品
千
石
を
襲
い
だ
。
安
政
三
年
二
周
一
子
封
馬
直

E
に
、
千
五
百
石
を
三
子
志
摩
直
成
に
奥

マ
へ
ダ
ト
モ
ヨ
日
前
田
知
積
加
賀
滞
臣
。
遜
一
に
、
四
千
石
を
次
子
長
時
に
m
配
分
し
、
自
ら
一
一
品
千
一
十
三
日
夜
、
事
年
十
。
法
統
清
事
院
、
野
町
山
に
葬
一
ヘ
、
ご
千
石
を
隠
居
料
と
し
、
寛
永
七
年
九
用
廿
三

穂
高
之
助
・
修
理
・
鷲
宮
。
内
蔵
尤
知

E
の
子
。
球
王
一
石
を
隠
居
料
と
し
た
が
、

λ
年

三

用

十

一

日

八

十

ご

一

る

。

一

日

四

十

四

銭

ハ

一

作

四

十

五

)

で

夜

し

た

。

法

観

腿

凶

千
石
。
費
永
二
年
況
周
若
年
中
前
、
四
年
六
局
家
老
、
一
践
を
以
て
小
松
に
卒
し
た
。
法
脱
常
徳
院
硯
路
源
的
一
マ
へ
ダ
ナ
ホ
カ
タ
前
田
直
堅
加
賀
務
の
老
臣
一
院
天
翁
源
高
麗
士
、
金
部
玉
龍
寺
に
縛
る
。
直
知
の

享
保
元
年
七
用
小
松
城
代
と
な
り
、
同
年
千
石
を
加
一
一
闘
士
。
金
禄
玉
穂
寺
に
葬
る
。
一
前
倒
直
之
系
の
第
三
代
。
直
作
の
三
男
。
天
和
三
年
一
一
裂
は
組
心
で
あ
る

0
4ソ
y
y

組
心
。

へ
、
元
文
四
年
致
仕
し
て
秋
庵
と
践
し
、
寛
保
ご
年
一
マ
へ
ダ
ナ
ガ
ト
キ
・
前
園
長
時
加
賀
滞
臣
o
泌
一
}
乱
用
十
七
日
出
生
。
元
勝
二
年
七
刃
六
日
家
除
一
一
品
一
マ
ヘ
ダ
ナ
ホ
ト
モ
前
田
直
奥
加
賀
滞
臣
。
泌

一
一
一
周
十
九
日
夜
、
八
十
一
歳
。
甲
申
東
北
道
記
の
箸
一
橋
犬
松
・
丹
後
。
封
馬
守
長
麓
の
次
子
。
母
は
利
家
の
一
読
十
石
を
襲
宮
、
十
五
年
四
局
サ
五
日
従
軍
位
下
近
一
穂
靭
爵
・
左
衛
門
。
文
化
七
年
焚
大
患
直
英
の
越
知

が
あ
る
。
一
女
春
桂
院
。
文
様
元
年
越
中
守
山
に
生
ま
れ
、
臨
長
一
江
守
に
叙
任
し
、
資
永
ご
一
年
五
周
廿
五
日
械
を
増
し
一
千
五
百
石
を
襲
ぎ
、
九
年
小
松
御
城
番
に
任
じ
た
が
、

マ
へ
ダ
ナ
ガ
ザ
ダ
前
園
長
定
遺
構
奥
十
郎
、
一
六
年
初
め
て
前
回
利
長
に
仕
へ
て
千
石
を
領
し
、
寛
一
て
一
一
品
千
石
と
な
っ
た
。
亭
保
十
四
年
八
且
九
日
四
一
文
政
四
年
六
用
務
侯
前
岡
野
蹟
の
窓
に
路
ぜ
ざ
る
を

一
詩
種
定
。
前
回
利
家
に
臣
事
し
た
奥
十
郎
長
穫
の
一
永
八
年
突
の
夜
し
た
時
四
千
石
を
加
ヘ
、
人
持
組
に
一
十
七
歳
で
夜
。
法
捜
高
欝
院
、
野
凶
山
に
葬
る
。
一
以
て
、
五
百
石
を
減
じ
て
温
議
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
年

決
で
あ
る
。
初
め
尾
張
蟹
江
城
に
居
り
、
次
い
で
前
一
列
し
、
十
七
年
致
仕
し
て
家
を
子
長
重
に
観
っ
た
が
、
一
マ
ヘ
ダ
ナ
ホ
カ
タ
前
田
直
方
加
賀
務
の
老
臣
一
一
乱
用
御
克
、
同
年
十
ご
周
鼠
心
の
体
な
る
を
以
て
箆

田
城
に
移
り
、
叉
一
色
域
に
縛
じ
、
天
正
十
二
年
七
一

E
保
ご
年
利
常
に
召
さ
れ
て
江
戸
に
至
。
、
致
仕
料
一
前
回
直
之
系
の
第
五
代
。
直
犯
の
三
男
。
寛
延
元
年
一
に
知
行
を
召
上
げ
、
一
類
御
預
と
な
り
、
同
用
弟
直

周
二
日
そ
の
地
に
自
害
し
た
o
享
年
不
詳
o
法
脱
玉
一
三
千
石
を
受
け
、
高
治
中
金
滞
城
代
と
な
り
、
延
抑
制
一
悶
十
月
サ
七
日
出
生
。
泡
稽
三
左
衛
門
。
質
勝
十
三
一
正
は
組
突
の
勤
努
に
よ
り
、
五
百
石
を
典
へ
て
新
に

塑
守
一
翁
玉
鶴
居
士
。
そ
の
室
は
織
田
信
長
の
伯
父
一
四
年
九
周
四
日
入
十
茎
肢
を
以
て
残
し
た
o
法
鋭
周
一
年
新
知
ご
千
五
百
石
を
受
け
、
安
永
三
年
六
用
朔
世
一
家
を
奥
き
し
め
ら
れ
た
。

玄

替
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で
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た
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一
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大
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底
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一

線
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一

品
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を

製

ぎ

、

六

年

十

ご
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サ

六

日

従

武

位

一

マ

へ

ダ

ナ

ホ

ナ

リ

前

田

直

作

加

賀

滞

の

老

臣

マ
へ
ダ
ナ
ガ
シ
ゲ
前
園
長
重
加
賀
務
臣
。
遁
一
マ
ヘ
ダ
ナ
ガ
ト
モ
前
園
長
知
加
賀
務
臣
。
一
一
下
土
佐
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
化
九
年
十
一
一
周
十
五
日
一
前
田
直
之
系
の
第
ご
代
。
直
之
の
嫡
男
。
費
永
十
九

務
左
馬
介
。
丹
後
長
時
の
子
。
寛
永
十
七
年
突
の
糠
一
部
孝
勝
。
遇
稽
主
水
。
内
記
直
知
の
託
男

o
E保
元
一
致
仕
し
て
名
を
近
江
と
改
め
、
益
者
機
ご
千
石
を
賜
一
年
二
周
二
日
出
生
。
遁
構
備
後
。
涯
賃
二
年
十
二
周

玩
千
石
を
製
ぎ
、
正
保
元
年
焚
に
先
だ
っ
て
現
し
た
。
一
年
前
回
光
高
に
仕
へ
て
四
百
石
を
領
し
、
小
勝
組
に
一
ひ
、
.
耐
し
て
子
直
楚
は
先
に
夜
し
た
か
ら
、
孫
直
時
一
廿
七
日
家
球
一
一
晶
玉
十
石
を
製
ぎ
、
元
旅
ご
年
四
周

年
サ
九
。
一
列
し
、
四
年
三
百
石
、
鹿
安
四
年
叉
六
百
二
十
石
を
一
を
し
て
後
を
承
け
し
め
た
o
文
政
六
年
十
一
周
十
七
一
九
日
四
十
八
歳
で
卒
し
た
o
法
脱
僻
心
院
、
野
山
山

マ
ヘ
ダ
ナ
ガ
タ
ネ
前
田
長
種
加
賀
務
の
老
臣
一
加
へ
、
累
計
千
三
百
三
十
石
と
な
っ
た
。
高
治
・
寛
一
日
七
十
六
歳
で
夜
。
法
鋭
詠
邸
院
、
野
田
山
に
掠
る
。
一
に
葬
る
。

前
田
氏
の
家
組
。
遇
稽
奥
十
郎
・
甚
七
郎
・
封
馬
、
初
一
文
の
頃
御
小
持
番
頭
・
御
馬
廻
蹟
に
任
じ
、
延
費
二
一
マ
へ
ダ
ナ
ホ
ト
キ
前
田
直
時
加
賀
務
の
老
臣
一
マ
へ
ダ
ナ
ホ
ナ
日
前
田
直
成
加
賀
藩
臣
。
初

鵠
勝
安
。
初
め
焚
長
定
ハ
プ
各
種
定
〉
の
後
を
襲
い
で
一
年
十
一
周
朔
日
夜
し
た
。
一
前

m直
之
系
の
第
六
代
。
富
強
の
嫡
男
。
寛
政
六
年
一
一
部
孝
成
叉
は
挙
知
。
遺
構
孫
九
郎
・
志
摩
。
内
担
底
知

尾
張
蟹
江
城
に
居
り
、
次
い
で
前
田
城
に
轄
じ
た
が
二
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